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•  2000億円以上という費用に見合った他分野にも説得力がある計画となっていない�
•  なぜ衛星がさらに必要か説明が弱い，社会の必要性が説明不足�
•  既存観測システムとの相補関係，優越性等が十分に説明されていない．�
•  理念と必要性については熱意が込められた説明があった。トップダウンの衛星の開発・運用と得られたデータをどのように利活用してサイエンスを行うかのボトム

アップ体制がもっと具体的に示された方がよい。国際連携ももっと明確であるとさらによい。�
•  具体的な計画や予算などが、実現に即した準備状況ではない。実施体制も不明。準備不足に思える。�
•  科学的重要性等は認められるが、大型研究計画の枠組みに合致するか疑問�
•  地球観測における衛星観測の重要性は基礎科学研究の上においても明らかであり、その計画が2020年までしか決まっていないことは深刻な問題であり、この計

画をマスタープランに記載し、その合理的な実現をサポートすることは重要と思われる。省庁のミッションとして行われるべき研究を、文科省の学術機関課の経費
で手当てするものと、どのような考え方で仕分けして学術会議としてどうオーサライズするかは戸惑う部分があるが、マスタープランとしては、省庁のミッションによ
る研究もサイエンスへの寄与の秤で評価して記載するべきであろう。この提案が実現すると、どのような目玉となる成果が得られるかについて、専門外の人にもわ
かりやすい明確な記述がなされると良いように思う。�

•  この提案と極域科学のフロンテイアとの共同提案はできないでしょうか？�
•  衛星観測の技術維持と科学・応用は国策としても重要である。�
•  社会的価値が総花的�
•  JAXAの計画だけではないか？"�
•  基本的には政策的。科学的価値を主体にした場合、規模、予算は縮小できるのでは。
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℃目標の設定。 )℃にも言及。�
主要排出国を含むすべての国が削減目標を)年ごとに提出・更新�
718も含めた市場メカニズムの活用を位置付け�
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年 決定�

0 着実な衛星観測データに
基づく論文（科学的知見）創出�
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  国内政策文書への
衛星データの役割定義
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 #articles Citation except
for self-citation h-index Articles in

2016
Citations
in 2016

TRMM 2,828 42,848 100 302 10,363
AMSR 1,094 16,369 65 126 4,415
ALOS 1,144 10,418 51 160 3,007

GOSAT 322 3,190 37 56 1,452

GCOM 52 475 8 14 100
GPM 825 9,592 47 104 1,561

LANDSAT 12,973 235,622 147 1,394 40,671
MODIS 13,000 214,232 144 1,689 48,075
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Web of Science (Articles after 1993) @ July 14, 2017
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CO2 
515GtC 
→790GtC 
@2100 �

温度上昇
1.4C→2.9C?�

BC: -0.5 C?�

外力（放射強制力）, 軽減策（50%）�
気候感度・相互作用の理解（50%）�

 

極端気象/台風減少・強度増
加・トラック 

GCOM-W�

TRMM 
GPM 

CLOUDSAT 
CALIPSO 
EarthCARE 
 (2019) 

GOSAT, OCO2, GOSAT2 (FY2018) 

,  
GDP 2-8% (2100) 

(100-400 BUSD  

海面上昇 
雪氷減少 
海洋酸性化 
異常気象�

ΔFGHG

MODIS 
SUOMI 
GCOM-C 
(FY2017)�

ΔFSLCP

雲
凝
結
核�

ΔTs =η(t) λ ΔFR
平衡気候感度係数 
~0.7 

慣性係数 
CO2増加：~0.5,  
火山噴火：0.1�

健康被害 
生態系変化 
生物多様性減少 
農業被害 

 1/ λ ∼ 5.0−2.6−0.5−0.5
黒体  水蒸気�  雲�アイスアルベド�あるモデル例�

λ

鉛直, 緯度, 曇天・晴天
分布の測定�

衛星観測データ同化
1996-2015;予測 2018 �

EPS-SG 
MTG 
FY4 
2019-2025�

Day 5�

Number of satellite data products 
actively assimilated at ECMWF�

Projection�

気象予測における精度向上とデータ数・量の増大�

l  より長い予測スコアの改善にはより努
力が必要

l  衛星データ数・量が増えている
l  将来には3BEGD1 3等の貢献も織り込

まれている

l  世界では ( 期の計画作りが盛
ん（中国含む）

l  モデルの進歩に伴って、衛星の進化に
よるデータ変更に対応できるように
なってきた�
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(2006-2100) – (1986-2005) �

(2081-2100) – (2000-2019) �

気象庁 異常気象レポート2014�

熱帯性低気圧の全球統計�

頻度�カテゴリ4-5�生涯最大�降雨
������頻度����強度���強度

l  気温上昇と降雨量増加が相関
l  異常な湿潤と乾燥が共存する
l  新しいミッション目的：変化する気候観測
l  現業vsベストエフォートミッション

IPCC-AR5 �
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1870年からのCO2積算排出量（GtC）�
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l  COP21 (2015): 2° , 1.5° N  
l  IPCC: 1.5°  

人為起源温室効果ガスの排出と地球温暖化�

大きなモデル誤差
観測誤差はこんなに大きくない
観測とモデルの両方が監視に必要�
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黒色炭素と対流圏オゾン報告書 
(UNEP 2011) 
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l  COP21  (2015): 2 1.5
l  IPCC: 1.5
l  UNEP (CCAC, 2012) : 

SLCP

なりゆき�CO2削減策�

メタンと黒色炭素削減策�

全施策�

l  倍増：大気
安定度の増加、
下層雲が増える
（環境省���プロ
ジェクト）

l アクティブ&パッ
シブ・リモセンの
組み合わせが必
要�

Business as it is �

 

健康重視シナリオ�
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CO2 concentration�

2nd co-benefit �

SO2濃度�

BC濃度�

 

1st co-benefit �
大気汚染施策 

 

 

エネルギー転換 

 

 

Warming�

11�

環境研究総合推進費�S12（SLCPの環境影響評価と削減パスの探索による気候変動対策の推進）�



l  	

•  	
• 
• 
• 

l 

l 

• 
l 

• 
• 

l 


